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平
成
二
年
二
月
六
日
東
京
地
裁
判
決
（
昭
和
六
二
年
ワ
八
〇
三
七
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
）
判
例
時
報
一
三
六
七
号
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

八
頁
ー
一
部
認
容
、
一
部
棄
却
（
控
訴
）

【
判
示
事
項
】

　
一
　
機
械
の
改
造
を
目
的
と
す
る
請
負
契
約
に
つ
き
、
暇
疵
修
補
請
求
権
の
除
斥
期
間
の
始
期
が
試
運
転
を
行
っ
た
日
と
さ
れ
た
事
例

　
二
　
請
負
契
約
上
の
蝦
疵
修
補
債
務
の
履
行
不
能
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
き
、
消
滅
時
効
の
援
用
権
の
喪
失
が
認
め
ら
れ
た
事
例

【
事
実
】

　
磁
性
材
料
の
製
造
販
売
等
を
目
的
と
す
る
訴
外
A
（
各
種
フ
ェ
ラ
イ
ト
磁
石
、
磁
性
材
料
の
製
造
販
売
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
）
は
Y
（
日

東
機
器
株
式
会
社
）
と
の
間
で
、
昭
和
五
四
年
四
月
一
八
日
、
A
が
そ
の
敷
地
内
に
所
有
す
る
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
（
乾
燥
機
）
に
つ
い
て

請
負
代
金
二
四
九
〇
万
二
〇
〇
〇
円
で
Y
が
磁
粉
等
の
造
粒
機
に
改
造
す
る
と
の
請
負
契
約
を
締
結
し
た
。
本
件
請
負
契
約
に
お
い
て
本
件
乾

燥
機
を
次
の
性
能
を
有
す
る
も
の
に
改
造
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
。
①
処
理
量
。
固
形
分
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
水
分
三
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
原
料
（
ハ
ー
ド
ヘ
ラ
イ
ト
）
を
一
時
問
当
た
り
二
七
〇
リ
ッ
ト
ル
処
理
で
き
る
。
②
回
収
率
。
製
品
（
乾
燥
品
）
の
希
望
粒
度
分
布
を
五
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○
ミ
ク
ロ
ン
か
ら
一
五
〇
ミ
ク
ロ
ン
と
し
、
原
料
の
固
形
分
中
九
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
製
品
の
固
形
分
と
し
て
回
収
で
き
る
。

　
訴
外
A
は
、
X
（
酸
化
鉄
粉
・
磁
性
材
料
・
純
鉄
粉
の
製
造
販
売
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
）
に
対
し
、
昭
和
五
四
年
九
月
頃
、
本
件
ス
プ

レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
と
と
も
に
本
件
請
負
契
約
上
の
地
位
を
譲
渡
し
、
Y
は
、
そ
の
こ
ろ
右
地
位
の
譲
渡
を
承
諾
し
た
。

　
本
件
改
造
工
事
後
、
X
は
Y
か
ら
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
引
渡
を
受
け
、
昭
和
五
五
年
三
月
八
日
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
試

運
転
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
試
運
転
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
欠
陥
が
存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
ず
、
運
転
を
行
っ
て
い
る
う
ち
に
本
件
ス

プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
本
体
内
壁
面
に
造
粒
品
の
原
料
が
大
量
に
付
着
し
、
こ
れ
が
た
ま
る
と
落
下
し
て
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
！
の
下
部
に
あ

る
製
品
取
出
口
を
閉
塞
し
て
し
ま
う
た
め
、
運
転
を
中
止
し
て
本
体
内
部
の
掃
除
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
次
に
、
ア
ト
マ
イ
ザ
ー

が
あ
る
一
定
の
回
転
数
に
達
す
る
と
共
振
が
生
じ
、
運
転
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
右
の
よ
う
な
欠
陥
の
た
め
に
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ

イ
ヤ
ー
は
前
記
約
定
の
性
能
を
到
底
満
た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
X
は
、
Y
に
対
し
、
右
暇
疵
の
修
補
を
請
求
し
、
Y
は
試
運
転
を
繰
り
返
し
な
が
ら
修
補
工
事
を
行
っ
た
が
、
右
暇
疵
は
遂
に
改
善
さ
れ
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
X
は
、
Y
に
対
し
、
昭
和
六
二
年
五
月
一
八
日
到
達
の
内
容
証
明
郵
便
で
損
害
金
の
支
払
い
を
催
告
し
た
。
X
は
、
本

件
請
負
契
約
上
の
Y
の
鍛
疵
修
補
債
務
は
社
会
通
念
上
履
行
不
能
と
な
っ
た
と
し
て
、
本
件
改
造
工
事
に
伴
い
X
が
出
据
し
た
四
九
一
五
万
四

九
一
〇
円
と
遅
延
損
害
金
の
損
害
賠
償
を
Y
に
求
め
た
。

　
Y
と
被
告
補
助
参
加
人
B
と
は
、
暇
疵
の
存
在
、
鍛
疵
修
補
債
務
の
履
行
不
能
を
争
う
と
と
も
に
、
民
法
六
三
七
条
所
定
の
除
斥
期
間
の
経

過
、
商
法
五
二
二
条
所
定
の
商
事
債
務
の
消
滅
時
効
の
抗
弁
を
行
っ
た
。

　
右
試
運
転
後
、
同
年
四
月
に
は
共
振
位
置
変
更
の
た
め
シ
ャ
フ
ト
、
デ
ィ
ス
ク
板
を
い
っ
た
ん
取
り
外
し
、
再
度
取
り
付
け
る
工
事
が
行
わ

れ
、
同
年
六
月
に
は
X
の
代
表
者
、
Y
の
担
当
者
、
B
の
代
表
者
が
打
合
せ
を
行
い
、
ポ
ン
プ
の
取
替
え
と
デ
ィ
ス
ク
板
に
タ
ー
ボ
ブ
ロ
ワ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
同
年
一
〇
月
に
天
井
部
付
着
防
止
用
に
ブ
ロ
ワ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
、
デ
ィ
ス
ク
板
を
交
換
し
た
。
右
各
工
事

後
の
同
年
一
一
月
X
の
代
表
者
、
Y
の
担
当
者
、
B
の
代
表
者
が
立
ち
合
っ
て
、
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
乾
燥
機
塔
内
の
付
着
状
況
を
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調
べ
る
た
め
試
運
転
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
体
の
み
の
回
収
率
が
ま
だ
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
右
試
運
転
後
、
B
が
種
々

の
改
善
対
策
を
記
載
し
た
報
告
書
を
Y
を
通
じ
て
X
に
提
出
し
て
い
る
。
昭
和
五
八
年
九
月
に
は
B
が
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
ノ
ズ
ル

式
に
改
め
る
た
め
の
工
事
の
見
積
り
を
行
い
、
Y
が
A
宛
て
に
見
積
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
東
京
地
裁
は
、
暇
疵
の
存
在
の
事
実
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
Y
の
瑠
疵
修
補
債
務
は
社
会
通
念
上
履
行
不
能
に
陥
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
X
が
本
件
請
負
契
約
に
基
づ
く
本
件
改
造
工
事
代
金
と
し
て
金
二
四
〇
七
万
一
九
〇
〇
円
を
支
払
っ
た
と
い
う
事
実

を
認
定
し
、
損
害
金
二
四
〇
七
万
一
九
〇
〇
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
催
告
の
日
で
あ
る
昭
和
六
二
年
五
月
一
九
日
か
ら
支
払
い
済
み
ま
で
商
事

法
定
利
率
年
六
分
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
る
限
度
で
理
由
が
あ
る
、
と
し
て
X
の
請
求
の
一
部
を
認
容
し
た
。

【
判
決
理
由
】

1
　
民
法
六
三
七
条
所
定
の
除
斥
期
間
に
つ
い
て

　
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
Y
が
、
X
に
対
し
、
本
件
改
造
工
事
が
終
了
後
遅
く
と
も
昭
和
五
四
年
一
〇
月
末
日
ま
で
に
は
本
件
請
負
契
約

に
よ
り
Y
の
行
う
べ
き
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
改
造
工
事
を
行
っ
て
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
占
有
を
X
に
引
き
渡
し
た
事
実
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
の
、
〈
証
拠
略
〉
に
よ
れ
ば
、
本
件
請
負
契
約
の
当
事
者
間
で
は
、
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
改
造
工
事
に
X
の
行
う

べ
き
部
分
が
あ
り
、
そ
の
終
了
後
に
一
個
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
試
運
転
を
行
う
こ
と
を
合
意
し
て
い
た
こ
と
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
民
法
六
三
七
条
所
定
の
除
斥
期
間
は
、
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
試
運
転
を
行
っ
た
昭
和
五
五
年
三
月
八

日
を
始
期
と
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
前
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
右
同
日
以
後
一
年
経
過
以
前
に
X
が
本
件
ス
プ
レ
ー

ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
修
補
を
請
求
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
民
法
六
三
七
条
所
定
の
除
斥
期
間
の
経
過
を
理
由
と
す
る
Y
の
抗
弁
は
理
由
が

な
い
。

2
　
商
法
五
二
二
条
所
定
の
商
事
債
務
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
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本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
試
運
転
が
行
わ
れ
た
昭
和
五
五
年
三
月
八
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
が
経
過
し
た
こ
と
は
顕
著
な
事
実
で
あ

る
。
Y
は
、
本
訴
に
お
い
て
右
時
効
を
援
用
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
昭
和
五
五
年
三
月
の
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
試
運
転
後
、
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
乾
燥
塔
内
の
付
着
の
問

題
等
の
解
決
の
た
め
に
種
々
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
各
種
の
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
昭
和
五
八
年
九
月
に
は
B
が
本
件
ス
プ

レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
ノ
ズ
ル
式
に
改
め
る
た
め
の
工
事
の
見
積
り
を
行
い
、
Y
が
訴
外
A
宛
に
見
積
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
事
実

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
右
事
実
に
基
づ
い
て
考
え
る
と
き
は
、
Y
は
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
改
造
工
事
に
暇

疵
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
X
と
と
も
に
努
力
を
重
ね
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
五
八
年
九
月
に
は
B
が
本
件
ス
プ
レ
ー

ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
ノ
ズ
ル
式
に
改
め
る
た
め
の
工
事
の
見
積
り
を
行
い
、
Y
が
訴
外
A
宛
に
見
積
書
を
提
出
す
る
ま
で
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
右
改
造
工
事
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
ま
で
に
至
る
Y
の
一
連
の
行
為
に
よ
り
、

X
が
、
Y
に
お
い
て
鍛
疵
の
責
任
を
取
る
も
の
と
信
頼
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Y
が
本
件
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ

ヤ
ー
の
試
運
転
が
行
わ
れ
た
昭
和
五
五
年
三
月
八
日
を
起
算
日
と
す
る
消
滅
時
効
を
援
用
す
る
こ
と
を
是
認
す
る
こ
と
は
当
事
者
間
の
公
平
に

反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
Y
は
、
右
同
日
を
起
算
日
と
す
る
消
滅
時
効
に
つ
い
て
は
、
そ
の
援
用
権
を
喪
失
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
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【
研
究
】

　
｝
　
仕
事
の
目
的
物
に
理
疵
が
あ
る
場
合
に
請
負
人
が
負
う
暇
疵
担
保
責
任
（
暇
疵
修
補
請
求
権
、
蝦
疵
修
補
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
、

契
約
解
除
権
）
に
つ
い
て
は
短
期
の
期
間
制
限
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
（
六
三
七
条
）
。
こ
の
暇
疵
担
保
責
任
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
、
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

説
は
除
斥
期
間
と
解
し
て
い
る
。
最
高
裁
判
決
も
ま
た
、
暇
疵
修
補
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
期
間
制
限
の
性
質
を
除
斥
期
間
と
解
す
る

（
最
判
昭
和
五
一
年
三
月
四
日
民
集
三
〇
巻
二
号
四
八
頁
）
。
本
判
決
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
通
説
・
判
例
に
そ
の
ま
ま
従
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
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除
斥
期
間
へ
の
信
義
則
適
用
の
余
地
と
い
う
視
点
か
ら
除
斥
期
間
の
諸
問
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
た
本
判
決
は
、
除
斥
期
間
内
に
暇
疵
修
補
請
求
権
を
行
使
し
て
お
け
ば
、
損
害
賠
償
請
求
権
も
保
存
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
と
っ
て
い
る
。

権
利
を
保
存
す
る
た
め
に
は
権
利
行
使
は
裁
判
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
本
判
決
は
従
来
の
判
例
を
踏
襲
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
、
従
来
か
ら
、
除
斥
期
間
の
定
め
ら
れ
た
権
利
を
保
存
す
る
た
め
に
は
裁
判
外
の
権
利
行
使
で
足
り
る
と

し
て
い
る
（
民
法
六
〇
〇
条
に
つ
き
、
大
判
昭
和
八
年
二
月
八
日
民
集
一
二
巻
六
〇
頁
。
民
法
五
六
四
条
に
つ
き
、
大
判
昭
和
一
〇
年
一
一
月

九
日
民
集
一
四
巻
一
八
九
九
頁
）
。
判
例
に
従
え
ば
、
裁
判
外
で
権
利
行
使
を
し
て
お
け
ば
、
権
利
は
保
存
さ
れ
、
保
存
さ
れ
た
権
利
に
つ
き

あ
ら
た
め
て
消
滅
時
効
期
間
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
権
利
の
と
く
に
速
や
か
な
行
使
の
た
め
の
期
間
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

と
い
う
こ
と
が
除
斥
期
間
の
趣
旨
だ
と
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
整
合
性
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
論
理
構
成
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

と
は
、
権
利
関
係
の
短
期
決
済
と
い
う
趣
旨
か
ら
で
は
除
斥
期
間
概
念
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
裁
判
所
自
身
も
実
際
に
は
「
短

期
決
済
」
に
重
き
を
お
い
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
二
　
裁
判
外
の
行
使
に
よ
っ
て
も
権
利
は
保
存
さ
れ
る
と
す
る
判
例
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
除
斥
期
間
内
に
、
つ
ま
り
引
渡
を
受
け
て
か

ら
一
年
以
内
に
、
裁
判
外
で
修
補
を
請
求
し
て
お
け
ば
、
後
は
別
個
の
消
滅
時
効
期
間
（
民
法
一
六
七
条
一
項
の
一
〇
年
間
、
本
件
で
は
商
法

五
二
二
条
の
五
年
間
）
の
問
題
に
な
る
。

　
こ
の
判
例
理
論
に
従
え
ば
、
暇
疵
修
補
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
し
て
、
除
斥
期
間
（
権
利
保
存
期
間
）
と
消
滅
時
効
期
間
と
い
う

二
つ
の
期
間
制
限
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
起
算
点
が
問
題
に
な
る
。

　
本
判
決
は
ま
ず
除
斥
期
間
の
起
算
点
に
つ
い
て
、
引
き
渡
さ
れ
た
物
に
対
す
る
注
文
者
の
工
事
を
ま
っ
て
始
め
て
シ
ス
テ
ム
と
し
て
完
成
し
、

試
運
転
が
可
能
に
な
る
と
い
う
事
案
の
特
殊
性
を
顧
慮
し
て
、
「
試
運
転
の
日
」
と
し
て
い
る
。
請
負
契
約
の
引
渡
と
は
、
原
則
と
し
て
、
引

き
渡
さ
れ
た
目
的
物
に
澱
疵
が
あ
る
か
ど
う
か
を
実
際
に
検
査
し
、
仕
事
が
契
約
内
容
通
り
に
完
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
示
ま
た
は
黙
示
に
了
承

し
て
直
接
占
有
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
へ
我
妻
『
債
権
各
論
中
巻
二
』
六
二
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
「
試
運
転
の
日
」
を
除
斥
期
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間
の
起
算
点
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
合
理
的
な
も
の
と
し
て
是
認
し
う
る
。
た
だ
、
除
斥
期
間
の
起
算
点
は
一
般
に
、
時
効
と
異
な
り
権
利

を
行
使
し
う
る
時
（
民
法
一
六
六
条
）
で
は
な
く
、
権
利
の
発
生
し
た
時
点
と
解
さ
れ
て
い
る
（
四
宮
『
民
法
総
則
四
版
』
三
三
〇
頁
）
の
で
、

こ
の
点
で
は
多
少
違
和
感
が
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
消
滅
時
効
の
起
算
点
に
つ
い
て
従
来
、
判
例
は
、
裁
判
外
に
お
け
る
行
使
の
時
か
ら
請
求
権
が
発
生
し
て
時
効
が
完
成
す
る
ま
で
存

続
す
る
と
い
う
考
え
方
を
と
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
（
我
妻
『
債
権
各
論
中
巻
二
』
六
四
二
頁
な
ど
）
。
こ
の
点
で
、
本
判
決
は
、

消
滅
時
効
の
起
算
点
を
裁
判
外
に
お
い
て
権
利
が
行
使
さ
れ
た
時
に
と
ら
ず
、
除
斥
期
間
の
起
算
点
と
消
滅
時
効
の
起
算
点
を
同
一
時
点
に
置

い
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
本
件
の
場
合
、
訴
え
提
起
前
に
す
で
に
消
滅
時
効
期
間
も
経
過
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と

に
よ
り
、
権
利
行
使
の
期
間
制
限
に
よ
る
短
期
決
済
の
趣
旨
を
で
き
る
だ
け
貫
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
た
だ
こ
の
考
え
方
を
と

る
た
め
に
は
、
鍛
疵
修
補
請
求
権
と
損
害
賠
償
請
求
権
と
は
、
請
負
の
目
的
物
の
引
渡
（
本
件
で
は
、
試
運
転
の
日
）
の
時
点
で
す
で
に
生
じ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
除
斥
期
間
内
に
行
使
し
て
お
き
さ
え
す
れ
ば
、
他
方
の
請
求
権
も
保
存
さ
れ
る
と
い
う
考

え
方
を
ま
ず
と
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
請
求
権
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
権
利
を
行
使
し
う
る
時
点
か
ら
消
滅
時
効
も
進
行
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
除
斥
期
間
の
起
算
点
も
消
滅
時
効
の
起
算
点
も
同
一
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
仮
に
、
民
法
六
三
七
条
一
項
所
定
の
期
間
は
損
害
賠
償
請
求
権
保
存
の
形
成
権
の
除
斥
期
間
と
解
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
形
成
権
の

行
使
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
請
求
権
が
保
存
さ
れ
る
と
と
も
に
損
害
賠
償
請
求
権
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
制
限
期
間
内
の
形
成
権
の
行
使
に

よ
っ
て
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
は
、
形
成
権
が
行
使
さ
れ
た
時
点
か
ら
改
め
て
消
滅
時
効
が
進
行
す
る
と
い
う
考
え
方
を
判
例
は
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
レ

る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
起
算
点
を
こ
の
よ
う
に
と
る
と
判
例
の
二
段
式
の
期
間
制
限
の
場
合
に
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
、
「
権
利
（
法

律
）
関
係
の
速
や
か
な
確
定
」
と
い
う
除
斥
期
間
概
念
と
齪
驕
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
学
説
で
は
、
形
成
権
を
行
使
し
た
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

え
で
所
要
の
請
求
を
す
る
こ
と
と
い
う
一
段
式
の
期
間
制
限
と
解
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
起
算
点
は
前
提
と
な
る
形
成
権
を
行

使
し
う
る
時
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
段
式
に
考
え
た
場
合
に
は
、
こ
の
期
問
を
出
訴
期
間
と
解
す
る
か
（
我
妻
『
債
権
各
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請負契約の暇疵修補請求権の除斥期問の始期と消滅時効の援用権の喪失

論
中
巻
二
』
六
四
二
頁
、
同
『
新
訂
民
法
総
則
』
四
三
九
頁
）
、
時
効
期
問
と
解
す
る
か
（
川
島
『
民
法
総
則
』
五
四
二
頁
）
が
あ
ら
た
め
て

問
題
に
な
る
。
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
伸
長
ま
た
は
短
縮
し
う
る
よ
う
な
担
保
責
任
の
期
間
制
限
を
あ
え
て
除
斥
期
間
と
解
す
る
必
然
性
は
乏

し
い
の
で
は
な
い
か
（
民
法
六
三
九
条
参
照
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
に
関
し
て
は
信
義
則
違
反
の
有
無
が
問
題
に
な
り
う
る
と
す
る
の
が
判
例
で
あ
る
（
最

判
昭
和
四
一
年
四
月
二
〇
日
民
集
二
〇
巻
四
号
七
〇
二
頁
、
最
判
昭
和
五
七
年
七
月
一
五
日
民
集
三
六
巻
六
号
一
二
三
頁
な
ど
）
。
本
判
決
は
、

消
滅
時
効
に
関
し
て
信
義
則
違
反
を
明
言
し
て
は
い
な
い
が
、
実
際
上
、
時
効
に
対
し
て
信
義
則
を
適
用
し
た
事
例
を
ひ
と
つ
加
え
る
こ
と
に

な
る
。
本
判
決
の
特
徴
は
、
除
斥
期
間
内
の
修
補
請
求
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
し
て
注
文
者
が
消
滅
時
効
期
間
を
徒
過

し
た
場
合
に
つ
き
請
負
人
の
消
滅
時
効
の
援
用
権
は
喪
失
し
た
と
い
う
構
成
を
と
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
う
す
る
と
判
例
は
、
短
期
期
間

制
限
を
除
斥
期
間
と
解
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
か
く
期
間
内
に
裁
判
外
の
請
求
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
信
義
則
を
て

こ
に
事
例
の
諸
事
情
を
考
慮
し
て
事
実
上
期
間
伸
長
を
許
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
判
例
は
、
速
や
か
な
権
利
行
使
を
そ
の
趣
旨
と
し
て
期
間

経
過
後
の
権
利
行
使
を
無
条
件
に
切
断
す
る
除
斥
期
問
概
念
を
使
用
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
個
別
事
例
の
諸
事
情
を
顧
慮
し
う
る
余
地
を
残

し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
点
で
は
除
斥
期
間
（
出
訴
期
間
）
説
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
請
負
契
約
の
暇
疵
担
保
責
任
の
期
問
制

限
は
、
端
的
に
時
効
期
間
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
権
利
関
係
の
短
期
決
済
の
趣
旨
に
も
と
く
に
反
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
義
務
者
に
よ

る
承
認
等
の
中
断
、
期
問
徒
過
の
信
義
則
に
よ
る
救
済
に
よ
っ
て
個
別
事
例
の
妥
当
な
解
決
が
導
け
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
三
　
除
斥
期
間
と
は
権
利
を
行
使
し
う
る
期
問
で
あ
り
（
川
島
『
民
法
総
則
』
五
七
三
頁
）
、
期
間
経
過
に
よ
り
法
律
上
当
然
に
権
利
は
消

滅
す
る
。
ふ
つ
う
除
斥
期
間
の
目
的
は
権
利
関
係
を
と
く
に
速
や
か
に
確
定
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
時
効
の
場
合
と

は
異
な
り
、
除
斥
期
間
の
場
合
は
、
論
理
的
に
は
、
当
事
者
が
援
用
す
る
必
要
は
な
い
し
、
む
し
ろ
裁
判
所
は
職
権
に
よ
っ
て
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
中
断
・
停
止
と
い
う
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
除
斥
期
間
と
消
滅
時
効
と
は
、
一
定
の
期
間
内
の
権

利
行
使
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ
り
権
利
関
係
を
速
や
か
に
確
定
し
よ
う
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
実
際
、
最
近
の
学
説
は
、
停
止
に
つ
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い
て
は
類
推
適
用
を
認
め
る
も
の
が
多
い
し
（
我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
四
三
七
頁
、
川
島
『
民
法
総
則
』
五
七
四
頁
、
星
野
『
民
法
概
論
1
』

二
九
二
頁
な
ど
）
、
中
断
に
つ
い
て
も
認
め
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
（
松
久
三
四
彦
「
時
効
制
度
」
『
民
法
講
座
1
総
則
』
所
収
五
九
一
頁
、

　
　
　
　
ハ
ク
レ

一
九
八
四
年
）
。
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
概
念
の
相
違
は
、
援
用
の
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
収
敏
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
二
つ
の

概
念
は
融
合
し
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
最
高
裁
は
二
つ
の
概
念
を
峻
別
し
、
除
斥
期
間
の
場
合
に
は
、
信
義
則
な
い
し
権
利

濫
用
を
問
題
に
す
る
余
地
が
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
示
し
た
（
最
判
平
成
元
年
一
二
月
二
一
日
民
集
四
三
巻
一
二
号
二
二
〇
九
頁
、
最
判
平

成
二
年
三
月
六
日
裁
判
集
民
事
一
五
九
号
一
九
九
頁
）
。

　
平
成
元
年
の
最
高
裁
判
決
が
、
民
法
七
二
四
条
後
段
の
二
〇
年
の
期
間
に
限
定
さ
れ
な
い
か
た
ち
で
、
除
斥
期
間
一
般
の
問
題
と
し
て
信
義

則
・
権
利
濫
用
を
問
題
に
す
る
余
地
が
な
い
と
述
べ
た
こ
と
は
、
短
期
の
期
間
制
限
が
除
斥
期
間
と
解
さ
れ
て
い
る
場
合
に
大
き
な
問
題
を
投

げ
掛
け
る
。
と
く
に
除
斥
期
間
を
出
訴
期
間
と
解
す
る
説
に
と
っ
て
は
、
信
義
則
不
適
用
と
す
る
最
高
裁
判
決
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
個
別

事
例
に
お
け
る
当
事
者
間
の
利
益
調
整
の
余
地
を
ま
っ
た
く
喪
失
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
最
高
裁
見
解
の
よ
う
に
、
除
斥
期
間
経
過
後
は
、
請
求
権
は
法
律
上
当
然
に
消
滅
す
る
と
い
う
構
成
を
と
る
と
、
論
理
的
に
は
、
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
マ

経
過
後
の
承
認
、
弁
済
、
相
殺
も
ま
た
無
効
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
相
殺
に
つ
い
て
は
、
時
効
に
関
す
る
五
〇
八
条
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ゾ

類
推
適
用
を
最
高
裁
は
認
め
て
い
る
（
最
判
昭
和
五
一
年
三
月
四
日
民
集
三
〇
巻
二
号
四
八
頁
）
。
こ
の
点
で
は
、
当
事
者
の
意
思
を
排
除
し

て
期
間
経
過
後
の
承
認
、
弁
済
を
無
効
と
す
べ
き
理
由
も
な
い
と
い
う
主
張
（
内
池
・
法
学
研
究
六
四
巻
七
号
三
六
頁
）
が
説
得
力
が
あ
る
よ

う
に
思
え
る
。
「
公
益
上
絶
対
的
に
権
利
関
係
を
落
着
さ
せ
る
」
期
間
で
あ
り
、
私
人
の
意
思
や
行
為
態
様
に
よ
っ
て
効
果
が
左
右
さ
れ
る
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
0
）

ず
の
な
い
期
間
と
い
う
も
の
は
、
限
定
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
除
斥
期
間
の
定
め
ら
れ
た
権
利
は
裁
判
上
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
か

ら
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
学
説
で
は
出
訴
期
間
説
が
有
力
で
あ
る
。
除
斥
期
間
は
、
権
利
の
行
使
に
着
手
す
る
ま
で
の
期
間
と
な
し
、

そ
の
期
間
内
に
訴
え
を
提
起
す
れ
ば
よ
い
と
解
す
る
（
我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
四
三
八
頁
、
鈴
木
『
民
法
総
則
講
義
』
五
四
五
頁
な
ど
）
。
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し
か
し
出
訴
期
間
説
の
間
で
も
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
我
妻
・
前
掲
書
四
三
七
頁
は
、
除
斥
期
間
に
は
中
断
が
な
い
と
し
、
定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
権
利
者
の
主
張
ま
た
は
義
務
者
の
承
認
が
あ
っ
て
も
、
期
間
は
更
新
さ
れ
な
い
と
す
る
の
に
対
し
、
鈴
木
．
前
掲
書
二
一
二
八

頁
は
、
期
問
の
経
過
前
に
義
務
者
が
義
務
の
存
在
を
は
っ
き
り
承
認
し
た
場
合
で
も
、
期
間
が
満
了
す
る
と
も
は
や
義
務
が
消
滅
し
て
し
ま
う

と
い
う
の
は
妥
当
で
な
い
と
し
て
、
除
斥
期
間
に
つ
い
て
も
中
断
に
似
た
事
態
が
生
じ
る
と
す
る
。
鈴
木
説
は
、
当
事
者
の
行
為
態
様
を
評
価

す
る
余
地
を
残
し
て
お
り
、
除
斥
期
間
の
場
合
で
も
信
義
則
適
用
を
肯
定
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
四
　
ど
の
よ
う
な
規
定
を
除
斥
期
間
を
定
め
た
規
定
と
解
す
る
か
。
ま
ず
、
立
法
者
は
、
文
言
「
時
効
二
因
リ
テ
」
で
区
別
す
る
つ
も
り
で

あ
っ
た
が
、
今
日
の
多
数
説
は
、
文
言
に
拘
泥
し
な
い
で
、
権
利
の
性
質
と
規
定
の
実
質
に
従
っ
て
区
別
し
よ
う
と
す
る
。
①
取
消
権
や
解
除

権
の
よ
う
な
形
成
権
、
②
請
求
権
の
う
ち
、
「
時
効
二
困
リ
テ
」
の
文
言
の
な
い
比
較
的
短
期
の
期
間
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
（
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
リ
　

三
条
、
一
九
五
条
、
六
〇
〇
条
、
六
二
二
条
な
ど
）
、
③
長
短
二
重
の
期
間
制
限
が
定
め
れ
て
い
る
場
合
の
長
期
の
期
間
（
一
二
六
条
、
四
二

六
条
、
七
こ
四
条
、
八
八
四
条
）
を
除
斥
期
間
と
解
し
て
き
た
へ
山
田
・
河
内
・
安
永
・
松
久
『
民
法
1
（
総
則
）
』
こ
O
一
頁
以
下
、
｝
九

八
七
年
）
。

　
し
か
し
、
除
斥
期
問
の
場
合
に
は
信
義
則
違
反
・
権
利
濫
用
を
問
題
と
す
る
余
地
が
な
い
と
い
う
最
高
裁
の
見
解
を
前
提
と
す
る
限
り
、
逆

に
信
義
則
違
反
・
権
利
濫
用
を
問
題
と
す
る
余
地
の
な
い
も
の
を
除
斥
期
間
と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
点
で
は
、
今
日
除

斥
期
間
と
解
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
改
め
て
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
さ
ら
に
は
除
斥
期
間
概
念
そ
の
も
の
の
有
用
性
が
問
わ
れ
る

　
　
　
　
へ
ど

こ
と
に
な
る
。
仮
に
、
除
斥
期
問
と
消
滅
時
効
期
間
と
の
相
違
が
援
用
を
要
す
る
か
ど
う
か
だ
け
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
技
術
的
に
ど
う
し
て

も
除
斥
期
間
と
解
す
る
必
要
の
あ
る
規
定
は
か
な
り
限
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
権
利
行
使
の
期
間
制
限
を
時
効
と
す
る
か
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

斥
期
間
と
す
る
か
は
、
「
政
策
的
決
定
の
問
題
（
川
島
『
民
法
総
則
』
五
七
五
頁
）
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き

　
五
　
し
か
し
除
斥
期
間
に
は
信
義
則
適
用
の
余
地
が
な
い
か
ど
う
か
は
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
半
田
吉
信
（
「
批
判
」
民

商
一
〇
三
巻
一
号
二
三
頁
、
と
く
に
二
三
ハ
頁
以
下
、
一
五
三
頁
以
下
）
は
、
除
斥
期
間
へ
の
時
効
規
定
の
準
用
及
び
信
義
則
適
用
を
肯
定
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す
る
。
除
斥
期
間
か
ど
う
か
問
題
に
な
っ
て
い
る
規
定
を
次
の
よ
う
に
類
型
化
し
た
う
え
で
、
除
斥
期
間
徒
過
後
の
権
利
行
使
を
許
容
し
う
る

か
ど
う
か
を
吟
味
し
て
い
る
。
①
訴
訟
法
の
定
め
る
控
訴
期
間
、
上
告
期
間
、
即
時
抗
告
期
間
、
異
議
申
立
期
間
な
ど
の
不
服
申
立
期
間
（
民

訴
三
六
六
条
・
三
九
六
条
・
四
一
五
条
、
家
審
一
四
条
・
二
五
条
）
。
こ
れ
ら
は
国
家
が
高
権
的
な
立
場
か
ら
立
法
政
策
と
し
て
短
期
の
期
間

制
限
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
、
相
続
の
承
認
、
放
棄
期
間
（
民
法
九
一
五
条
）
の
よ
う
な
親
族
、
相
続
法
の
定

め
る
各
種
の
比
較
的
短
期
の
期
間
。
相
続
の
承
認
、
放
棄
の
取
消
権
（
民
法
九
一
九
条
）
、
こ
こ
で
は
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
述
及
び
そ
れ
に
対

す
る
受
理
に
よ
っ
て
効
力
が
生
じ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
②
身
分
関
係
以
外
に
お
い
て
裁
判
上
の
権
利
行
使
が
要
求
さ
れ

て
い
る
場
合
。
占
有
訴
権
（
民
法
二
〇
一
条
）
、
盗
品
、
遺
失
物
の
返
還
請
求
権
（
民
法
一
九
三
条
）
、
動
物
の
飼
主
か
ら
の
善
意
占
有
者
に
対

す
る
返
還
請
求
権
（
一
九
五
条
）
。
③
暇
疵
担
保
等
の
短
期
期
間
制
限
（
民
法
五
七
〇
条
・
五
六
四
条
・
五
六
五
条
・
五
六
六
条
三
項
、
民
法

六
三
七
条
）
、
そ
の
他
民
法
六
〇
〇
条
・
六
二
二
条
。
民
法
二
三
四
条
二
項
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
権
利
保
存
期
間
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。

④
形
成
権
の
行
使
に
つ
い
て
の
期
間
制
限
（
民
法
一
二
六
条
、
九
〇
五
条
二
項
、
一
〇
四
二
条
、
五
八
O
条
、
三
九
八
条
の
一
〇
第
五
項
）
。

こ
れ
ら
は
③
と
同
様
に
扱
う
。
⑤
二
重
期
間
制
限
に
お
け
る
長
期
の
期
間
制
限
（
民
法
一
二
六
条
、
四
二
六
条
、
八
八
四
条
、
九
一
九
条
二
項
、

一
〇
四
二
条
、
七
二
四
条
）
。
取
消
権
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
は
形
成
権
で
あ
る
か
ら
除
斥
期
間
と
解
し
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請

求
権
は
、
純
然
た
る
債
権
と
し
て
時
効
期
間
と
解
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
類
型
化
し
た
う
え
で
、
裁
判
上
の
不
服
申
立
期
間
や
身
分
上
の
届
出
ま
た
は
権
利
行
使
期
間
の
よ
う
に
権
利
者
が
一
定
の
期
間

内
に
裁
判
所
等
へ
の
申
請
ま
た
は
権
利
行
使
を
行
う
べ
き
場
合
は
、
法
律
が
特
に
例
外
的
扱
い
を
認
め
て
い
な
い
か
ぎ
り
（
民
法
九
一
五
条
一

項
但
書
な
ど
）
、
除
斥
期
間
の
本
来
の
場
合
と
し
て
扱
う
以
外
に
な
い
、
と
さ
れ
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
半
田
説
の
場
合
、
①
②
の
類
型
の
場
合
に
限
っ
て
は
、
信
義
則
違
反
を
問
題
に
す
る
余
地
は
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
①
の
類
型
に
包
括
さ
れ
て
い
る
身
分
法
上
の
期
間
制
限
に
つ
い
て
は
信
義
則
適
用
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
た
と
え
ば

民
法
九
一
五
条
の
熟
慮
期
問
の
徒
過
に
関
し
て
は
、
ま
ず
最
高
裁
は
そ
の
起
算
日
に
関
し
て
柔
軟
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
し
（
最
判
昭
和
五
九

一160一



請負契約の暇疵修補請求権の除斥期間の始期と消滅時効の援用権の喪失

年
四
月
二
七
日
判
時
一
一
一
六
号
二
九
頁
）
、
下
級
審
の
中
に
は
、
熟
慮
期
間
徒
過
後
の
相
続
放
棄
の
申
述
で
も
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合

に
は
申
述
は
受
理
さ
れ
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
大
阪
高
決
昭
和
六
一
年
六
月
一
六
日
判
時
＝
二
四
号
七
三
頁
）
。
半
田
説
が
言
う
よ
う
に

民
法
九
一
五
条
は
例
外
な
の
だ
ろ
う
か
。
判
決
の
確
定
力
を
長
期
問
に
わ
た
っ
て
不
安
定
に
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
の
訴
訟
法
上
の
上
訴

期
問
な
ど
と
は
か
な
り
性
格
を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
放
棄
・
承
認
の
取
消
権
（
民
法
九
一
九
条
二
項
）
に
つ
い
て
は
法
文

上
「
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
除
斥
期
間
と
解
し
た
う
え
で
、
あ
え
て
信
義
則
不
適
用
と
す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
も
っ
と
も
半
田
説
の
場
合
に
は
、
③
④
⑤
の
類
型
の
場
合
に
は
信
義
則
を
適
用
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
の
論
証
に
考
察
の
力
点
が
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
5
｝

か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

我
妻
『
債
権
各
論
中
巻
二
』
六
四
二
頁
。
そ
の
根
拠
を
、
た
と
え
ば
、
中
井
美
雄
「
判
批
」
民
商
七
五
巻
六
号
二
三
頁
（
一
九
七
七
年
）
は
存
続
期

間
の
性
質
に
つ
い
て
権
利
関
係
の
早
期
確
定
を
狙
い
と
す
る
趣
旨
か
ら
し
て
除
斥
期
間
と
解
す
べ
き
と
し
、
時
効
期
問
と
解
す
る
と
、
損
害
賠
償
請
求

権
の
場
合
に
そ
の
弊
害
は
顕
著
に
で
て
く
る
と
説
明
す
る
。
ま
た
「
な
ま
じ
中
断
や
停
止
を
認
め
る
こ
と
は
権
利
関
係
の
決
済
を
徒
ら
に
遷
延
せ
し
め

る
（
同
＝
一
〇
頁
）
」
と
も
い
う
。

　
な
お
、
五
七
〇
条
・
五
六
六
条
三
項
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
柚
木
『
注
釈
民
法
（
1
4
）
』
二
七
五
頁
以
下
⊥
一
八
三
頁
が
除
斥
期
間
（
出
訴
期
間
）

説
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
暇
疵
を
発
見
し
て
問
も
な
く
こ
れ
を
売
主
に
通
知
し
彼
と
の
問
に
損
害
賠
償
や
修
理
や
に
つ
い
て
裁
判
外
に

折
衝
を
重
ね
て
い
る
間
に
一
年
の
期
間
が
経
過
す
る
が
ご
と
き
は
、
き
わ
め
て
あ
り
う
る
事
例
（
二
八
一
頁
）
」
に
除
斥
期
間
説
が
よ
り
よ
く
対
応
し

う
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
売
主
の
承
認
に
よ
る
中
断
の
反
復
に
よ
っ
て
権
利
関
係
の
短
期
決
済
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
恐
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
二
八
二

頁
）
」
と
す
る
が
、
理
解
で
き
な
い
。

短
期
決
済
の
趣
旨
を
貫
こ
う
と
す
れ
ば
、
出
訴
期
間
と
解
す
る
以
外
に
は
な
い
。
柚
木
『
注
釈
民
法
（
1
4
）
』
二
八
二
頁
、
中
井
「
判
批
」
民
商
七
五

巻
六
号
一
二
〇
頁
な
ど
。
な
お
多
数
説
は
、
除
斥
期
間
一
般
を
出
訴
期
間
と
す
る
。
山
中
康
雄
「
除
斥
期
間
」
末
川
編
『
民
事
法
学
辞
典
上
巻
』
一
〇

一
五
頁
（
一
九
六
〇
年
）
参
照
。
我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
四
三
八
頁
。

川
島
『
民
法
総
則
』
五
七
七
頁
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
右
の
諸
規
定
は
、
単
に
、
権
利
を
行
使
す
る
意
思
が
あ
る
か
な
い
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
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（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

め
の
期
間
を
定
め
た
も
の
、
と
解
す
る
ほ
か
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
期
間
を
定
め
る
実
際
上
の
必
要
は
乏
し
い
」
。
な
お
五
四
三
頁
以
下
で
は
、
担
保

責
任
の
期
間
制
限
の
規
定
を
時
効
期
問
と
し
て
規
定
す
べ
き
と
す
る
立
法
提
案
を
お
こ
な
い
、
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
も
、
時
効
期
間
あ
る
い
は
少

な
く
と
も
訴
権
の
除
斥
期
間
（
期
間
内
の
訴
え
提
起
に
よ
っ
て
権
利
が
保
存
さ
れ
る
）
と
解
し
た
い
と
す
る
。

大
判
大
正
七
年
四
月
二
一
百
民
録
二
四
巻
六
六
九
頁
、
大
判
昭
和
一
二
年
五
月
二
八
日
民
集
一
六
巻
九
〇
三
頁
、
大
判
昭
和
一
七
年
八
月
六
日
民
集
二

一
巻
八
三
七
頁
な
ど
、
幾
代
「
消
滅
時
効
の
起
算
点
」
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
（
8
）
二
六
頁
以
下
（
一
九
五
八
年
）
参
照
。

我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
四
三
九
頁
、
四
九
八
頁
、
山
中
「
除
斥
期
間
」
末
川
編
『
民
事
法
学
辞
典
上
巻
』
一
〇
一
五
頁
、
幾
代
『
民
法
総
則
』
五
二

四
頁
以
下
な
ど
。

　
こ
れ
に
対
し
、
判
例
を
支
持
す
る
説
に
、
柳
澤
・
本
城
他
編
『
民
法
総
則
（
新
版
）
』
二
六
一
頁
以
下
（
一
九
八
九
年
）
。
な
お
柳
澤
説
は
、
請
求
権

の
起
算
点
を
取
消
権
を
行
使
で
き
る
時
と
し
、
普
通
時
効
一
一
〇
年
を
主
張
す
る
。

川
島
「
時
効
お
よ
び
除
斥
期
問
に
関
す
る
一
考
察
」
『
民
法
解
釈
学
の
諸
問
題
』
（
一
九
四
九
年
）
所
収
一
六
九
頁
は
、
時
効
と
対
置
さ
れ
る
除
斥
期
間

を
中
断
・
停
止
な
き
訴
権
の
期
間
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

除
斥
期
間
を
出
訴
期
間
と
解
す
る
説
は
、
裁
判
上
の
請
求
の
み
を
唯
一
の
中
断
事
由
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
鈴
木
『
民
法
総
則
講
義
』
二

三
八
頁
は
、
期
間
内
の
出
訴
に
加
え
て
、
義
務
者
に
よ
る
義
務
の
存
在
の
は
っ
き
り
と
し
た
承
認
の
場
合
に
は
中
断
に
似
た
事
態
が
生
じ
る
と
す
る
。

な
お
そ
の
後
の
下
級
審
判
決
に
は
、
七
二
四
条
後
段
を
除
斥
期
間
と
し
つ
つ
、
加
害
者
が
「
除
斥
期
間
の
経
過
に
よ
る
利
益
を
積
極
的
に
放
棄
す
る
意

思
を
有
す
る
」
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
除
斥
期
間
の
職
権
に
よ
る
考
慮
を
し
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
（
東
京
地
判
平
成
四
年
二
月
七
日
判
時
平
成
四
年

四
月
一
一
五
日
号
三
頁
　
水
俣
病
東
京
訟
訴
第
一
審
判
決
）
。
公
益
保
護
の
目
的
が
付
随
的
な
も
の
で
し
か
な
い
期
間
制
限
の
規
定
は
、
端
的
に
時
効
規

定
と
解
し
た
方
が
よ
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

除
斥
期
間
の
経
過
し
た
請
求
権
を
自
動
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
こ
と
を
時
効
に
関
す
る
民
法
五
〇
八
条
を
類
推
適
用
し
て
認
め
た
最
高
裁
判
例
と
の
整

合
性
も
改
め
て
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
論
理
的
に
は
、
抗
弁
権
も
ま
た
例
外
で
は
あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
中
井
美
雄
「
判
批
」
民
商
七
五

巻
六
号
一
二
二
頁
参
照
。
我
妻
『
新
訂
債
権
総
論
』
三
二
五
頁
以
下
は
、
紛
争
を
速
や
か
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
除
斥
期
間
の
趣
旨
を
理
由
に
民
法
五

〇
八
条
の
適
用
を
否
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
最
判
昭
和
五
一
年
の
判
例
評
釈
の
な
か
で
、
坂
本
は
、
除
斥
期
間
内
に
損
害
賠
償
請
求
権
が
行
使
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
除
斥
期

間
内
に
相
殺
適
状
に
達
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
従
っ
て
時
効
に
関
す
る
民
法
五
〇
八
条
の
適
用
を
言
う
の
は
お
か
し
い
と
い
う
（
坂
本
武
憲
「
判

批
」
法
協
九
四
巻
一
二
号
一
八
三
三
頁
参
照
）
。
ま
た
高
木
「
判
批
」
判
例
評
論
二
三
一
号
（
判
時
八
八
O
号
）
一
三
四
頁
は
、
昭
和
五
一
年
最
判
は

除
斥
期
間
一
般
に
つ
い
て
五
〇
八
条
の
類
推
適
用
を
肯
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
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請負契約の暇疵修補請求権の除斥期間の始期と消滅時効の援用権の喪失

（
⑳
）

（
1
1
）

（
1
2
V

（
1
3
）

（
1
4
）

へ
1
5
）

な
お
、
ド
イ
ッ
連
邦
通
常
最
高
裁
判
所
の
裁
判
例
の
な
か
か
ら
は
す
で
に
除
斥
期
間
と
時
効
と
の
単
純
な
峻
別
論
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
拙
稿
「
除
斥

期
問
と
信
義
則
ー
ド
イ
ツ
裁
判
例
の
検
討
（
一
）
（
二
）
」
鹿
法
二
七
巻
一
号
一
二
一
二
頁
以
下
、
二
号
一
三
九
頁
以
下
参
照
。
拙
稿
の
補
遺
と
し
て
、

O
O
＝
N
刈
9
一
巨
⊂
耳
く
一
①
○
ζ
o
σ
震
一
り
oo
ρ
国
O
＝
N
＝
一
一
G
o
ω
⑩
口
¢
ほ
く
刈
甘
≡
一
⑩
㊤
ρ
印
○
＝
N
＝
N
噸
㊤
切
”
ご
昌
く
㊤
冒
ヨ
一
り
㊤
ρ
ゆ
○
＝
N
二
9

ω
頴
H
¢
諄
＜
」
o
。
9
8
σ
雲
毎
ぎ
参
照
。

短
期
の
期
間
制
限
に
つ
い
て
は
、
形
成
権
（
取
消
権
）
か
ら
請
求
権
が
発
生
す
る
場
合
は
請
求
権
の
消
滅
時
効
と
解
す
る
説
と
し
て
、
四
宮
『
民
法
総

則
四
版
』
ニ
ニ
三
頁
、
鈴
木
「
民
法
総
則
講
義
』
二
三
九
頁
。

　
ま
た
鈴
木
禄
弥
『
民
法
総
則
講
義
』
二
三
八
頁
以
下
は
、
除
斥
期
間
を
出
訴
期
問
と
解
す
る
が
、
請
求
権
の
一
年
の
短
期
期
間
制
限
は
中
断
事
由
（
裁

判
外
の
請
求
）
を
認
め
な
い
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
し
て
消
滅
時
効
と
解
す
る
。
幾
代
通
『
民
法
総
則
』
六
〇
五
頁
も
、
「
請
求
権
と
い
う
、
ほ
ん
ら

い
他
人
の
行
為
を
期
待
し
、
そ
れ
が
履
行
さ
れ
て
は
じ
め
て
権
利
内
容
の
実
現
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
権
利
は
、
一
回
か
ぎ
り
の
固
定
的
な
権
利
行
使

期
間
と
い
う
概
念
じ
た
い
を
受
け
つ
け
な
い
も
の
を
本
質
的
に
ふ
く
ん
で
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

松
本
克
美
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
九
号
一
〇
九
頁
以
下
2
九
九
〇
年
）
は
、
時
効
と
除
斥
期
間
の
「
壁
」
も
、
永
遠
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
と

し
て
稿
を
と
し
て
い
る
。
松
久
三
四
彦
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
七
号
八
三
頁
以
下
（
一
九
九
〇
年
）
も
、
最
判
平
成
元
年
一
二
月
二
一
日
判
決
の

提
示
し
た
論
点
を
ふ
ま
え
て
な
お
七
二
四
条
の
二
〇
年
除
斥
期
間
説
が
通
説
的
地
位
を
占
め
続
け
る
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
す
る
。
柳
澤
秀

吉
「
不
法
行
為
責
任
に
関
す
る
二
〇
年
の
期
問
制
限
」
名
城
法
学
四
一
巻
一
号
二
〇
一
頁
二
九
九
一
年
）
は
、
除
斥
期
問
概
念
は
あ
ま
り
意
味
の
あ

る
概
念
と
は
い
え
な
い
が
、
形
成
権
概
念
と
結
合
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
意
味
が
あ
る
、
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
形
成
権

と
は
当
事
者
の
一
方
的
意
思
表
示
に
よ
っ
て
法
律
関
係
を
つ
く
り
か
え
て
し
ま
う
権
限
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
相
手
方
が
ど
う
対
応
す
る
か
、

そ
れ
を
履
行
す
る
か
し
な
い
か
の
問
題
を
残
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
中
断
も
あ
り
え
な
い
（
柳
澤
・
名
城
法
学
四
一
巻
一
号
二
〇
二
頁
以
下
、
同
号

五
六
頁
、
五
八
頁
）
。

も
っ
と
も
川
島
『
民
法
総
則
』
四
四
一
頁
以
下
は
取
消
権
の
よ
う
な
形
成
権
そ
の
も
の
の
時
効
を
考
え
る
こ
と
は
、
形
成
権
は
単
な
る
意
思
表
示
で
そ

の
目
的
を
達
し
て
消
滅
す
る
権
利
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
裁
判
上
の
請
求
等
の
方
法
に
よ
る
時
効
中
断
を
認
め
る
と
い
う
実
際
上
意
味
の
な
い

結
果
を
き
た
す
と
し
て
、
形
成
権
の
期
問
制
限
を
法
的
に
構
成
す
る
方
法
と
し
て
は
、
形
成
権
の
除
斥
期
間
、
形
成
権
の
行
使
の
結
果
と
し
て
生
ず
る

と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
請
求
権
の
時
効
の
二
つ
の
み
を
有
意
義
な
も
の
と
す
る
。

除
斥
期
間
と
信
義
則
に
言
及
す
る
文
献
と
し
て
、
内
池
慶
四
郎
「
続
・
近
時
判
例
に
お
け
る
民
法
七
一
一
四
条
後
段
所
定
の
二
〇
年
期
間
の
問
題
性
」
法

学
研
究
六
〇
巻
二
号
一
〇
三
頁
（
一
九
八
七
年
）
、
松
本
克
美
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
五
号
一
〇
九
頁
、
柳
澤
・
名
城
法
学
四
一
巻
一
号
一
九
九
頁
以
下
。

な
お
、
除
斥
期
間
へ
の
信
義
則
適
用
の
問
題
を
考
察
す
る
際
に
は
、
上
訴
期
間
、
即
時
抗
告
な
ど
訴
訟
法
上
の
期
間
と
民
法
上
の
除
斥
期
間
と
を
包
括
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判例研究

し
た
除
斥
期
間
概
念
を
考
え
う
る
と
し
て
も
、
ま
ず
は
切
り
離
し
て
議
論
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
件
「
判
批
」
に
、
下
森
定
「
判
批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
九
九
二
〈
上
〉
五
六
頁
が
あ
る
。
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